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シチズンは『市民に愛され市民に貢献する』という理念に基づき、

人々が心豊かに安心して暮らせる持続可能な市民社会に貢献します。

シチズンは“一番近くで”地球と人にやさしい製品をお届けします。

シチズン環境社会ビジョン（2025）
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ダウン・サイジングの実施
生産革新/技術革新により環境負荷を削減し、
利益創出およびＣＯ２削減を実現する。

環境配慮型製品の新しい環境価値の創出
製品または部品の新たな環境配慮内容の発掘

環境リスクの低減
グローバル環境法規制への対応、ＲＥＡＣＨ規則、米国規制、中国規制など

環境社会貢献活動による地域社会とのコミュニケーション強化

シチズングループ環境方針
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「小さいは、エコになる。」スローガン
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［ＩＮＰＵＴ］［ＯＵＴＰＵＴ］データには、
「物流・販売」「使用」「資材調達」段階の環境負荷は含まれていません
対象期間：2009年4月1日～2010年3月31日　集計範囲：国内18社、海外9社
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▶ ▶
シチズン
グループの
事業活動

土壌浄化工事

シチズングループでは、2003年から環境配慮型製品100％をめざした活動を行い、グリーン調達にも取り組みました。環
境配慮型製品をほぼ100％とすることができたことで、グループ環境方針を改訂し、新たな取り組みを開始します。

環境マネジメント

事業活動と環境負荷

■  環境経営推進体制
　シチズングループは、効率的かつ的確に環境経営を推
進するため、グループ横断の環境管理体制を構築していま
す。年2回、国内18社の環境担当責任者が集まって「グ
ループ環境管理委員会」を開催し、各社の活動状況を把握
するとともに、年度の環境方針、共通課題を検討・決定して
います。
　国内27の生産会社は、ISO14001の認証を取得して
おり、各社で業態の特徴を出した環境管理活動を推進して
います。
　海外の生産会社は、環境配慮型製品を製造する上で重
要となるグリーン調達や、化学物質管理に重点を置いた活
動を展開しながら、順次ISO14001の認証取得を進めて
います。また、非生産業務に携わる会社は、各社の特徴に
あわせた環境負荷低減活動を行っています。

■  環境監査と環境教育
　東京事業所および所沢事業所では、年1回のISO審査機
関による外部監査と、原則年2回の内部監査を実施してい
ます。
　環境教育は、内部監査員として必要なスキルを身につ
けるための「内部環境監査員養成教育」や、各部門の環境
実務担当者を対象にした「環境担当者教育」、「環境法令遵
守評価教育」を年1回実施しています。
　環境教育の成果は、受講者へのアンケートや、実際の内
部監査において確認し、必要に応じてフィードバックを行っ
ています。

２．環境にやさしい事業活動

１．環境配慮型製品の充実

電子機器製品群で100％、
時計製品群で100％

新規モデル環境配慮型製品率
100％合格のシステム維持

P29

P28

P28

ー

○：達成　×：未達成

スーパー環境配慮型製品の開発 評価基準設定まで完了。
企画・開発まで至らず。

情報収集は随時継続中。
具体的な対応活動まで至らず。

REACH規則に対応した
管理システムの導入

ＥuＰ指令への対応準備

ＲＥＡＣＨ規則に対応した製品含有
化学物質の管理システム構築

（東京：27部門）87テーマ実施
（所沢：9部門）33テーマ実施

各部門１テーマ以上実施
(東京／所沢)

（東京）産業廃棄物の削減　維持管理 1999年度比▲79％（116ｔ）

（所沢）産業廃棄物の削減　維持管理

（グループ）再資源化率　99％

（グループ）廃棄物量削減
2008年度比▲1％（売上高原単位）

３．地球温暖化ガスの削減

４．廃棄物削減活動の推進

（東京）CO2排出量削減
1999年度比▲50％(11,900t-CO2)

（所沢）CO2排出量削減
1999年度比▲17％(10,080t-CO2)

（グループ）CO2排出量削減
2008年度比▲1％（売上高原単位）

1999年度比▲58％
（9,997ｔ-CO2）

1999年度比▲19％
（9,814ｔ-CO2）

2008年度比10％
（売上高原単位）

1999年度比▲52％（82ｔ）

2008年度比
4％（売上高原単位）
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2009年度目標と実績

　シチズン東北相馬事業所では、過去に使用していた金属用
洗浄剤（揮発性有機化合物VOCs）による土壌・地下水汚染が
自主調査で確認され、自主的対策として地下水下流域への汚
染された地下水の拡散防止策工事を２００９年１２月に施工しま
した。鋼矢板を地下６．５ｍの泥岩部分まで打設し、遮水壁を３ヵ
所（水平距離45ｍ）設置し、遮水壁間にはバイオレメディエー
ション※により自然分解を促進させるための栄養剤を注入する
ＥＤＣ工法を同時に施工し、地下水の流れを完全には止めずに、
かつ汚染土の掘削除去を行わない
現位置浄化を施しました。施工後の
モニタリングでは確実にＶＯＣｓの分
解が確認できており、今後も浄化効
果確認の定期モニタリングを行い、
行政への定期報告を継続します。

シチズン東北 相馬事業所の土壌汚染対策

■  環境リスクマネジメント
　シチズングループでは、環境法規制の遵守、製品含有化
学物質の管理、廃棄物・リサイクルガバナンスの構築、土
壌・地下水汚染対策などを、環境リスクマネジメントの対象
としており、グループ環境管理委員会での情報交換を通じ
て、有効な施策をグループ各社に適用しています。
　2006年度に国内外の生産拠点で有害物質の使用履
歴調査を実施し、対応を5段階で評価しました。現在、汚染
リスクが高いと思われる拠点については、順次土壌や地下
水の自主調査を行っています。自主調査の結果、汚染が判
明した拠点については、行政に報告し、指導を仰ぎながら
対策を実施しています。

シチズングループの環境経営

環境とシチズン

　グループ全体のエネルギー・化学物質などの投入量、ＣＯ２や廃棄物などの排出量を的確に把握し、計画的な環境負荷低減
活動に活かしています。

　シチズングループはシチズン環境社会ビジョン（2025）
に基づき、シチズングループ環境方針を改訂しました。
グループ各社の心をあわせたいという想いから、「小さいは、
エコになる。」という“スローガン”を設けました。
　シチズングループはこれまで小型精密技術を軸にして生
産性向上を進めてきました。これを“環境の目”で見ますと、
「生産性向上＝環境負荷削減＝利益創出」となります。つま
り、省スペース・省資源・省エネルギーという環境価値に置き
換えることができます。私たちは、日々のものづくりのなか
ですでに環境活動を十分に行っていることに気づきまし
た。「小さいは、エコになる。」のスローガンのもとに、「小さ
くすること」までできているものづくりに“環境の目”をさら
に加えて、「エコになる。」を見出して、シチズングループの
環境価値としたいと考えています。

※バイオレメディエーションとは、微生物を
　用いて汚染物質を分解する土壌浄化技術
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シチズングループ　CSR報告書201026 シチズングループ　CSR報告書2010 27

より詳しい情報はWEBサイトをご覧ください。
シチズンホールディングス» CSR»環境とシチズン»
環境社会ビジョンと環境方針

より詳しい情報はWEBサイトをご覧ください。
シチズンホールディングス» CSR»環境とシチズン»環境マネジメント／事業活動と環境負荷
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